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輝
き
は
し
ず
ま
り
の
な
か
に
あ
り

～

今
年
も
無
事
暁
の
茶
事
を
終
え
ま
し
た
。

京
都
は
大
徳
寺
瑞
峯
院
に
て
の
暁
に
ご
ざ
い
ま

す
。
本
来
は
三
日
間
の
予
定
の
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
二
日
間
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

未
明
午
前
四
時
集
合
が
三
日
間
続
く
と
い
う
こ

と
は
、
連
日
午
前
三
時
に
は
着
物
を
着
て
通
っ
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
な
れ
ば
二
時
半
に
は
起

き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
一
日
は
裏
方(

台
所
、
水
屋
）
、

一
日
は
客
と
い
う
働
き
を
役
割
分
担
す
る
に
は
、

三
日
が
理
想
的
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
搬
入
・
搬
出

・
掃
除
の
行
程
を
含
め
ま
す
と
五
日
間
を
要
し
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も
、
遠
方
か
ら
御
参
加
の
研
修
生

も
、
皆
々

齢

を
重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

よ
わ
い

は
正
味
二
日
間
の
暁
を
…
の
判
断
に
ご
ざ
い
ま
す
。

や
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る

よ
う
な
気
で
い
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
僅
か
ず

つ
な
が
ら
、
年
々
よ
る
年
波
と
の
折
り
合
い
に
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
お
人
が
育
つ
と
い
う

こ
と
は
拙
い
な
が
ら
亭
主
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
吾
に
あ
ら
ず
、
茶
事
に
も
あ
ら
ず
、
瑞

峯
院
に
真
夜
中
の
三
時
半
に
ま
い
り
ま
す
と
、
お

水
屋
、
茶
室
と
も
に
す
で
に
温
か
く
暖
を
調
え
て

く
だ
さ
り
、
長
い
廊
下
を
拭
き
磨
き
あ
げ
、
露
地
、

蹲
踞
に
至
る
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
水
を
含
み
、
深
い

し
ず
ま
り
の
中
、
残
月
に
輝
き
を
放
ち
、
気
が
満

ち
て
お
り
ま
す
。

あ
ゝ
、
こ
の
清
し
い
空
気
を
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
に
吸
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
人
が
育
つ
瞬
間

と
は
こ
う
い
う
事
で
は
な
い
の
か
…
。
こ
の
澄
ん

だ
透
明
な
空
気
を
一
度
で
も
、
多
く
吸
う
こ
と
に

あ
る
の
だ
…
と
。
深
い
し
ず
ま
り
有
り
て
こ
そ
放

つ
輝
き
、
語
彙
の
乏
し
い

私

に
は
讃
え
よ
う
も

わ
た
し

な
き
、
宇
宙
の
一
こ
ま
の
存
在
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
尊
い
時
の
つ
む
ぎ
は
、
朝
ま
だ
き
中
を
継

．
．
．

道
御
住
職
が
調
え
て
く
だ
さ
り
、
素
足
に
て
磨
き

込
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
そ
の
上
を
歩
く
の
さ

え
も
っ
た
い
な
く
、
廊
下
に
て
も
露
地
に
て
も
涙

落
つ
る
こ
こ
ち
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
に
深
い
し
ず
ま
り
に
こ
そ
、
輝
き
は
あ
る
の

だ
…
と
、
そ
し
て
、
そ
の
輝
き
に
こ
そ
、
人
が
育

つ
芽
吹
き
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
清
し
い
空
気
の
一

瞬
一
瞬
を
吸
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
…

と
。深

奥
更
な
る
深
き
と
こ
ろ
よ
り
の
お
導
き
に
よ

り
ま
し
ょ
う
か
、
常
に
身
に
余
る
こ
と
な
が
ら
、

研
修
生
共
々
、
瑞
峯
院
余
慶
庵
を
道
場
と
し
て
使

わ
せ
て
頂
く
こ
と
の

縁

に
深
く
深
く
感
謝
申
し

え
に
し

上
げ
ま
す
。
共
に
学
び
、
共
に
育
て
て
頂
く
神
聖

な
場
に

誘

わ
れ
辿
り
着
き
ま
し
た
先
に
あ
る
も

い
ざ
な

の
は
唯
々
、
一
日
で
も
多
く
、
皆
さ
ま
と
共
に
こ

の
尊
い
し
ず
ま
り
の
な
か
よ
り
生
れ
出
ず
る
輝
き

あ

の
中
で
呼
吸
を
し
、
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
一
服
一



服
と
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
の
こ
と
の
み
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

学
ぶ
資
格
と
い
う
も
の
、
自
己
修
練
も
裡
な
る

う
ち

も
の
の
み
に
あ
ら
ず
、
厳
し
い
舞
台
あ
っ
て
の
こ

と
と
有
難
く
、
廊
下
に
て
も
露
地
に
て
も
、
涙
落

つ
る
日
々
に
ご
ざ
い
ま
す
。
茶
事
を
通
し
て
共
に

修
行
す
る
研
修
生
の
皆
様
も
き
っ
と
同
じ
思
い
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
遠
方
よ
り
の
御
来
庵
と
存
じ
ま

す
。さ

あ
！
新
し
き
年
度
四
月
よ
り
令
和
三
年
三
月

ま
で
の
一
年
、
あ
と
三
年
で
八
十
の

齢

に
手
が

よ
わ
い

届
く
身
に
ご
ざ
い
ま
す
。
一
年
一
年
目
標
を
も
っ

て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
度
の
締
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
八
瀬
の
ま

な
び
や
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
も
京
都
の
皆

様
の
多
大
な
御
尽
力
の
賜
物
に
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
峯
院
に
て
、
魚
介
を
捌
い
た
り
、
野
菜
の
泥

を
落
と
し
た
り
す
る
の
は
、
余
り
に
も
忍
び
な
く
、

畏
れ
多
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
、
搬
入
、
搬
出
も

観
光
客
や
お
ま
い
り
な
さ
る
お
客
様
に
御
迷
惑
を

お
か
け
い
た
す
の
も
、
心
痛
め
て
お
り
ま
し
た
も

の
が
よ
う
や
く
形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

皆
々
、
ス
タ
ッ
フ
始
め
、
研
修
生
の
皆
様
、
心

を
一
つ
に
し
て
の
実
現
に
ご
ざ
い
ま
す
。

余
慶
庵
で
の
茶
事
、
八
瀬
の
ま
な
び
や
で
の
学

習
会
、
皆
様
と
共
に
更
な
る
精
進
の
一
年
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
如
月
吉
日

合
掌

ー
蹲
踞
は
残
月
写
し
て
暁
の

庭
も
ろ
と
も
に
青
く
輝
く
ー

鶴
女

教
室
の
御
案
内

東
金
教
室

弥
生
の
茶
事
（
雛
）

三
月
八
日
（
第
二
日
曜
）

三
月
九
日
（
第
二
月
曜
）

三
月
十
日
（
第
二
火
曜
）

席
入
り

正
午
～
午
後
四
時
終
了

点
前
担
当
者
、
水
屋
実
習
者

午
前
九
時

八
時
半
に
大
網
駅
に
お
迎
え
に
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

会
費

一
万
円

（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
参
加
で

す
。

卯
月
の
茶
事
（
観
櫻
）

四
月
十
二
日
（
第
二
日
曜
）

四
月
十
三
日
（
第
二
月
曜
）

四
月
十
四
日
（
第
二
火
曜
）

席
入
り

正
午
～
午
後
四
時
終
了

点
前
担
当
者
、
水
屋
実
習
者

午
前
九
時

八
時
半
に
大
網
駅
に
お
迎
え
に
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

会
費

一
万
円

（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
参
加
で

す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会(

目
黒
・
羅
漢
寺)

三
月
二
十
八
日
（
第
四
土
曜
）

四
月
二
十
五
日
（
第
四
土
曜
）

い
ず
れ
も

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円



湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

三
月
十
五
日
（
第
三
日
曜
）

三
月
十
日
六
（
第
三
月
曜
）

四
月
十
九
日
（
第
三
日
曜
）

四
月
二
十
日
（
第
三
月
曜
）

会
費

一
日
五
千
円

二
日
間

八
千
円

申
込
は
、
事
務
局

服
部

宏
子

様

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

湯
河
原
町
宮
下
７
５
７
ー
３

０
４
６
５
ー
２
０
ー
５
９
３
２

柏
泉
亭
（
柏
グ
ル
ー
プ
）
利
休
会
記

三
月
二
十
五
日(

第
四
水
曜)

会
費

五
千
円

四
月
二
十
三
日(

第
四
水
曜)

会
費

五
千
円

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

三
月
二
十
六
日(

第
四
木
曜)

四
月
二
十
三
日(

第
四
木
曜)

会
費

五
千
円

京
都
教
室

（
余
慶
庵
・
八
瀬
の
ま
な
び
や
）

三
月
八
瀬
の
ま
な
び
や
基
礎
料
理
の
会

二
月
二
十
九
日(

土)

～
三
月
四
日
（
水
）

在
京
し
ま
す

一
日
・
二
日

基
礎
料
理

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

一
日
三
千
円
、
二
日
五
千
円

単
発
会
員

一
日
五
千
円
、
二
日
七
千
円

三
日

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

千
円

単
発
会
員

三
千
円

大
徳
寺
瑞
峯
院
内
余
慶
庵
茶
事

四
月
四
日
（
土
）
～
八
日
（
水
）

在
京
し
ま
す

四
月
四
日(

土)

準
備

四
月
五
日(

日)

茶
事

席
入
午
前
十
一
時

午
後
三
時
終
了

四
月
六
日(

月)

五
日
と
同
じ

四
月
七
日(

火)

優
食
会
・
片
付

茶
事
教
室
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、

一
日
分
は
正
規
の
会
費
、

他
の
日
は
一
日
五
千
円
の
研
修
費

と
な
り
ま
す
。


